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森 林 一 大 気 問 で 交 換 さ れ る 水 蒸 気 量 は ， エ ネ ル ギ ー 交 換 過 程 の 要 素 そ の も の で あ る と 同 時 に
群 落 レ ベ ル の 気 孔 開 閉 の 指 標 で も あ る . 気 孔 は 植 物 体 か ら 大 気 へ の 水 蒸 気 の 通 り 道 で あ る と 同
時 に 二 酸 化 炭 素 の 通 り 道 で も あ る の で ， 環 境 因 子 に よ る 蒸 散 の 支 配 様 式 ， ひ い て は ， 気 孔 開 閉
の 支 配 様 式 を 知 る こ と は ， 森 林 一 大 気 聞 の エ ネ ル ギ ー ・ 物 質 交 換 過 程 に 関 す る 研 究 の 基 礎 と な
る . 地 球 レ ベ ル で 考 え た 場 合 ， 低 緯 度 ・ 熱 帯 に お け る 高 生 産 性 ・ 高 エ ネ ル ギ ー 交 換 は 重 要 な 意
味 を 持 っ と 考 え ら れ る . そ れ に も 関 わ ら ず ， 熱 帯 林 域 に お け る 群 落 レ ベ ル の 蒸 散 ・ 気 孔 開 閉 の
環 境 因 子 に よ る 支 配 様 式 に 関 す る 知 見 は 乏 し く ， 特 に 東 南 ア ジ ア 熱 帯 の 天 然 林 で は 皆 無 で あ る .
本 研 究 で は ， ボ ル ネ オ の 低 地 混 合 フ タ パ ガ キ 林 に お け る 乱 流 変 動 法 に よ る 森 林 一 大 気 聞 の 水 蒸
気 フ ラ ッ ク ス ( 群 落 蒸 散 速 度 :E
c
) と 徴 気 象 観 測 の 長 期 デ ー タ を 用 い て 群 落 コ ン ダ ク タ ン ス (gJ
と 空 気 力 学 的 コ ン ダ ク タ ン ス を 算 出 し ， 環 境 因 子 と 群 落 コ ン ダ ク タ ン ス と の 関 係 と 蒸 散 に 対 す
る 物 理 的 要 因 と 生 物 的 要 因 の 優 先 度 ( 0 :  1 に 近 い ほ ど 物 理 的 要 因 O に 近 い ほ ど 生 物 的 要 因
に 駆 動 さ れ る ) を 検 討 し た .
年 間 の 気 象 デ ー タ に よ れ ば ， 日 射 や 気 温 ・ 湿 度 の 変 動 は 少 な く ， 年 間 で の 生 物 活 動 を 規 定 し
て い る の は ， 不 規 則 に 現 れ る 土 壌 乾 燥 条 件 で あ る と 考 え ら れ る . そ こ で ， 解 析 は 2 ∞1 年 の 計
測 期 間 中 出 現 し た 高 乾 燥 期 (B :  9月 ) ， 中 乾 燥 期 ( A : 7 月 ) ， 湿 潤 期 ( C : 12 月 ) に 区 別 し て
行 わ れ た . 期 間 中 の 日 平 均 E c ， gco 0 は そ れ ぞ れ ， 1.7 9m m / d ，  0 . 6 8 c m l s ，  0.24 (A) ，  1. 5 2m m / d ，  
0 . 6 9 c m l s ，  0.19 (B) ，  1. 8 5 m m l d ，  1.2 6 cm l s ，  0.35 (C) で あ り ， 土 壌 乾 燥 期 は ， 湿 潤 期 に 比 べ ，
E c .  gc が 低 く な り ， 生 物 的 要 因 の 重 要 度 が 増 す 傾 向 が あ っ た . gc の 日 変 化 曲 線 の 期 間 平 均 を 見
た 場 合 も ， A ，  B は ほ ぼ 同 レ ベ ル を 推 移 し ， 湿 潤 期 (C) は A ， B よ り も 明 ら か に 高 い 値 を 推 移
し た . 日 射 ・ 大 気 飽 差 に 対 す る gc の 反 応 (g， が 日 射 の 増 加 に 対 し て 増 加 ， 大 気 飽 差 の 増 加 に 対
し て 減 少 ) は ， 湿 潤 に な る に つ れ て 鋭 敏 に な っ た . 湿 潤 期 の 正 午 頃 は gc が 特 に 高 く な る た め
Ec は そ の 時 の 放 射 に 強 く 支 配 さ れ る が ， 正 午 頃 以 外 で は A ， B と 同 じ く C も 生 物 的 要 因 に よ っ
て Ec が 駆 動 さ れ て い た . こ の た め ， A ，  B ，  C の Ec を 放 射 に 対 し て プ ロ ッ ト し た 場 合 ， 全 て の
期 間 で 大 き な バ ラ ツ キ を 示 し た . 一 方 ， Ec を 大 気 飽 差 と gc の 積 で プ ロ ッ ト し た 場 合 ， 日 中 完 全
に 生 物 的 要 因 に 支 配 さ れ る A ， B と 正 午 以 外 で 生 物 的 要 因 に 支 配 さ れ る C の l 部 で は gc 支 配 で
表 現 さ れ た 蒸 散 速 度 (E
imp
) 直 線 上 に 乗 り ， 物 理 的 要 因 に 支 配 さ れ る C の 部 分 で も ， E
imp
直 線
か ら 曲 線 状 に 分 離 し て い っ た . つ ま り
， Jarvis モ デ ル や L o h a m m a r モ デ ル 等 の 使 用 に よ り 環 境
因 子 - g c 関 係 が 適 切 に 表 現 で き れ ば ， 当 地 の Ec は 簡 便 に 再 現 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た .
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